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政府の 21 世紀東アジア青少年大交流計画における平成 23 年度日本高校生訪中代表団第 2 陣のメンバ

ーとして、本校生徒 6 名が選抜され、中華人民共和国を訪問しました。 

 

代表団は、260 名からなり、2011 年 11 月 23 日（水）から 29 日（火）にかけて、北京市、南昌市、

上海市他で、高校生との交流、ホームビジット等を行いました。6 名が、The Pride of YACHIYO! を

胸に秘め、日本の代表として思う存分交流した感想文を掲載します。 

 

 

中国に訪問して 

 

訪中代表団の団員として中国に訪問し様々な経験をしましたがとても印象に残っている事が中国料理

です。私は家政科として今まで勉強してきており、中国料理も学んだので訪問前からとても楽しみに

していました。実際の中国料理にはとても驚かされ中でも一番印象が強かったのは二日目のレセプシ

ョン時、最初に出たナマコのスープです。最初、見ただけでは何の食べ物だかわからず通訳さんから

ナマコだと聞かされた時は驚いておもわず箸が止まりました、ナマコが食べられるものだとは知らず

もちろん食べるのは初めてでした。食感はぬるぬるした感じで風味も独特だったので好き嫌いが分か

れそうな味でしたが中国ではナマコは高級食材だそうで国によって随分違うなと感じました。 

 

中国での食事はほとんど円卓で、円卓を回しながら自分の皿に少しずつ取り分けて食べていく方式で

した。円卓いっぱいに山盛りの料理が並べられ自分の好きな分だけ食べられるのでついつい食べ過ぎ

てしまうことが多々ありました。 

 

生野菜は少なく円卓に出されるものはほとんど加熱調理がされていました、高温短時間で調理して栄

養を損なわないようにする中国の調理法はすごいと思います。 

 

個人的にデザートに期待していたのですが果物が多く菓子のようなものはあまり出ませんでした。ま

た、中国の方に杏仁豆腐はよく食べるのかと聞いてみたところ中国ではそこまで食べないと言われ驚

きました。 

 

北京・南昌・上海と場所を変えていくにつれその地域の気候や風土に対応した料理の味に変わり、地



域によって異なる食文化を本場で食べて実感すること出来て嬉しかったです。 

 

中国を訪問して私は自分の持っていた中国のイメージが大きく変わりました。正直日本のニュースな

どを見ていて中国のイメージはあまり良くなく、何かと危ないイメージを持っていました。しかし実

際中国に訪問すると中国の方はすごく優しく私達に接してくれて、水道水以外に危ないと感じたもの

はほとんどありませんでした。私は中国に対して随分偏った見方や考え方をしていたのだと気付き、

それと同時に実際に行ってみないとわからないことが沢山あるのだと思いました。私は今回中国でし

た様々な経験を沢山の人に話して中国の良いところ事をもっと知ってもらいたいです。そして私自信

も中国で学んだことや体験したことなどこれからの生活に生かしていきたいと思います。 

加藤愛 

 

 

濃密な一週間 

 

私は今回の訪中にあたって、「楽しんだもの勝ち」を意識して考え、行動した。もちろん、けじめや挨

拶は当たり前のように頭に入れてからだ。 

 

今回最初に行ったのは北京。北京の広い空港の中を通り、バスターミナルまで歩き、外に出て先ず驚

いた。寒い！見渡す限り周りが白い！バスに乗り温度計を見たら、－２℃だった。自分は中国の土地

に足を踏み入れたんだと実感した。バスでレストランに移動する途中に見た右側通行の車道、日本よ

りはるかに多い車や自転車、バイク。そして奇抜な形をした建物、ライトアップにも程があるだろ！

と言いたくなるような華やかに連なる建物。改めて異国を感じた。ガイドの方に話を聞いたところ、

建物のデザインはかなりお金をかけて有名なデザイナーに依頼しているらしい。 

 

中国での食事は、結果から言うとかなり楽しめた。中国に着いてまず初めにすることは、食事だった。

レストランの席に着いて、とりあえず円卓上の料理を一通り食べてみた印象として、辛い。何よりま

ず、辛い。日本にはない味のものしかない。しかし次の食事からは舌が慣れたのか、かなり食べた。

おいしくいただけた。北京の次に行った南昌、上海ではそれぞれ味の癖が少しずつ違ったが全て美味

しかった。私が一番美味しいと感じたのは、上海料理だ。因みに日本に帰ってきてから気付いたのだ

が、自分なりに、辛い食べ物にかなり強くなったと思う。 

 

私はこの１週間の旅で大切なものを手に入れた。「友達」だ。同じ千葉分団の皆、同じ班 5 人。班の中

でも同い年で 1 週間ずっと隣で一緒にいた友達。この友達は一生大切にするつもりだ。もちろん、同

じコースを周った東京、茨城の友達も作った。そして南昌でのホームビジットで得た中国の友達。こ

の訪中の間にこんなにも友達を作ることが出来るとは思ってなかったし、自分の中の中国に対する考



え方がほぼ１８０°変わった。 

 

そんな友達、引率の先生方、ガイドの方々、その他にもお世話になった方全てに、本当に感謝してい

る。ありがとうございました。今回の訪中は私の人生の中で、かなり大きなものとなった。 

 

そしてこの文章の初めに言った「楽しんだもの勝ち」という目標に対して、私はボロ勝ちしたと言い

切れる。 

仙田歩 

 

 

中国に対する印象の変化 

 

今回の訪中は私にとってとても意義深いものでした。今回中国を訪れるまで、中国は怖い国だという先入観

を持っていました。確かに日本と比べると治安が良いとは言えない部分や、日本とは違う文化・ルール・マ

ナーなど、戸惑うことも多くありましたが、中国という国を知り、理解したいと思うことができるようにな

りました。 

特に印象に残ったのは、4 日目に南昌で行われたホームビジットです。なかなか上手にコミュニケーション

を取ることが出来ずに苦労しました。しかし、中国の皆さんは嫌な顔一つせず、笑顔で私に話しかけてくれ

ました。その結果ジェスチャーなど言語以外の手段も駆使して楽しくコミュニケーションを取ることが出来

ました。そこで感じたことは、中国の皆さんはとても好奇心旺盛で明るく、友好的であるということです。

私に対して、｢妹が出来たみたいで嬉しい。｣や｢今日から私の将来の夢は、日本へ行ってあなたの家に行く

こと！｣ と言ってくれて、とても嬉しかったです。今後も E メールや手紙で連絡を取り、仲良くしていきた

いです。 

 

また、昨今話題になっている環境問題について私は、中国は環境保護に非協力的だというイメージを持って

いました。中国の街をみてみると、空はかすんでいて道路にはゴミがたくさん落ちている、なんてことも多

くあり、正直汚いという印象を受けました。しかし私はスーパーやコンビニで使うプラスチックバックです。

日本ではほとんどの場合プラスチックバックは無料です。一方中国ではプラスチックバックは有料で、多く

の人々が所謂エコバックを持参し、プラスチックバックを使用していませんでした。このような面において、

日本は中国を見習うべきだと思いました。 

 

最後に、今回の訪中で私の中国に対するイメージは大きく好転しました。そしてメディアから受け取る情報

だけでなく、自分で見て・聞いて・話して・接することが大切だと実感しました。そしてそうすることで日

中の友好関係は築かれていくのではないかと思いました。 

安藤真結子 



多彩な中国 

 

私はこの訪中代表団に参加させてもらって、非常にたくさんのことを学べました。まず、天安門広場

や故宮などの中国の歴史的な建造物を見て、もともと興味のあった中国の歴史についてますます興味

が出てきました。ガイドさんの話を聞いたり、大きな建造物を見たりして中国の長い歴史や広大さを

感じ、とても感動しました。これからもっと中国の歴史について調べたいと思います。あとは、中国

雑技団やカンフーをみたり中華料理を食べたりして、中国の文化にも触れることができました。雑技

団は、生で見るのは初めてだったのですが鳥肌が立つほど興奮しました。今でもその感覚は覚えてい

ます。中華料理は、それぞれの地方の気候などにあわせて工夫されていることを知り、味わうだけで

なくそれぞれの料理の意味を考える事も楽しかったです。 

 

そして私が一番印象に残っているのはホームビジットです。最初は、中国語は話せないし、英語も苦

手だし、ちゃんとコミュニケーションがとれるかとても不安でした。でも、初めに会った時に友達に

なった中国の高校生と笑顔で挨拶を交わし、少し緊張がほぐれました。彼女は、とても英語がうまく

積極的に英語で話しかけてくれました。でもそれに対して私は、簡単な受け答えしかできず、話を弾

ませることができませんでした。それでも、彼女は嫌な顔一つせず、簡単に言い換えたり、ジェスチ

ャーで伝えようとしたりしてくれました。だから、私もひとつでも多くの単語を聞き取ろうと、頑張

りました。たとえ、言葉が通じなくても、互いに伝え合おうとすることでコミュニケーションはとれ

るということを実感しました。他の国でも笑顔とアイコンタクトは大事だということも改めて感じま

した。 

私は、この訪中を通して中国の文化や歴史だけでなく、人と人との絆の大切さを学びました。中国の

友達もできたし、良い仲間にも出会えたし、本当に貴重な経験ができました。この訪中に参加できて

本当によかったです。 

鶴河美月 

 

 

訪中の７日間 

 

11 月 23 日、ずっと楽しみにしていた中国青少年交流が始まりました。私にとって初めての飛行機、

初めての海外で一日一日がとても刺激的でした。 

 

初日は 18 時 25 分に北京に着きました。日本とはまた違ったにおいを感じました。気温は 2 度で千葉

とは比べ物にならない寒さでした。本場の中華料理は味が濃くて辛くて美味しかったのですが、毎日

これで大丈夫なのかと少し心配になりました。 

 



2 日目は天安門へ行きました。ガイドさんの説明を聞きながら故宮の中を 1 時間ぐらい歩きました。

初めて体験する－5 度の気温であまり周りを見る余裕がなくて残念でした。また行く機会があれば暖

かい時期に行きたいです。そのあと体育学校で武術などを見学しました。その体育学校は小中高と一

貫で練習と勉強をやっていて、世界の大会でも中国が強いのは小さいころからこのように教育されて

いるからなのかなと思いました。夜は皆でホテルの隣のセブンイレブンに行きました。日本でも私た

ちになじみのあるコンビニですが、商品の袋が空いていたり店員がお酒を飲んでいたり日本ではあり

えないことが当たり前のように行われていて面白いと感じました。 

 

４日目はずっと楽しみにしていたホームビジットでした。言葉の壁は高かったけれど英語や筆談で会

話できました。シスターの子とその子のお父さんでドライブしたり、スーパーへ行ったりしました。

魚売り場では魚が泳いでいたり、肉売り場では鶏が吊るされていたりしていてとても驚きました。そ

のあとお母さんと合流し夜ごはんを食べました。そこでは特に文化の違いを感じました。ホテルに戻

り、ホストファミリーとお別れしました。短い間だったけれど、なにより共に行動したことが一番の

宝物になりました。これからも連絡を取り続けたいと思います。 

 

800 字という文字制限ではとても書き足りないくらい、充実していて実りのある一週間でした。百聞

は一見に如かず、という言葉どおり日本にいたらわからなかったことも沢山知ることができました。

訪中代表団に参加できて本当に良かったです。 

阿部栞里 

 

 

中国での貴重な１週間 

 

日本高校生訪中代表団員として中国で過ごした７日間は、私にとって忘れられないものとなりました。

まず、天安門広場を訪れたときには平日であるのにも関わらず、その人の多さにびっくりしました。

さらに、その中の行列の人々が見ようとしているのは、毛沢東記念堂にある、水晶の棺の中に安置さ

れている毛沢東の遺体。彼が今の中華人民共和国をつくったということもあり、偉大で、今なお尊敬

され続けてきるのだと、深い感銘を受けました。そしていざ、天安門の前にくると、その大きさに圧

巻でした。その周りでは中国の国旗がはためき、いかにも中国らしい、大きくて立派な門だ、ただそ

う思いました。 

 

中の故宮博物館に入ってまたもやその広さに驚かされました。なんといったって５００年もの間、こ

こで２４人の皇帝が暮らしたところです。暮らすための殿閣だけでなく、儀式のための殿閣、財宝を

しまうための殿閣など、６０もの殿閣があるそうで、当時の皇帝たちの権力は絶大なもので、生活も

豊かだったのだろうと思いました。その一方で庶民たちの生活はどうだったのか…と、興味がさらに



わいてきました。 

 

次にホームビジットでは、貴重な体験をさせていただきました。私とペアになった子はお互いになか

なか言葉が通じなくて、はじめはちょっと息苦しかったです。でも、ペアの子とそのお父さんと一緒

に公園に行ったとき、私が嬉しくなって笑顔になると、向こうも一緒に笑ってくれて「あ、心が通じ

合った！」と思いました。言葉という壁は大きいけれども、ジェスチャーを使えば少しは相手が言い

たいことも理解できたし、なによりも気持ち、心というものはすぐ通じるものだと実感しました。こ

れこそ「以心伝心」なのでしょう。そして向こうから腕を組んできてくれたことも嬉しかったです。

最終的に、私はほぼ通訳さんを頼ることになってしまったのですが、それでもやはり楽しかったです。

通訳さんとも仲良くなれました。 

 

私ははじめ、中国人が少しこわかったです。みんな反日について勉強していると知っていましたから。

しかし、ホストファミリーの方がみな、温かく迎えてくださったことに感謝の気持ちとともに少し不

思議な感じもありました。街中では、中国人が口々にこんにちはー。と、かたことの日本語で話しか

けてくれたことに驚きました。もちろん、日中間の歴史的背景もあると思いますが、今回この訪中を

通して、中国の歴史だけでなく、現地の方たちとも触れ合えて、中国という国がとても身近に感じる

ようになりました。はじめに持っていた、中国に対するマイナスの感情はすっかり消えていました。

最後に、これからも、中国のペアの子と離れていてもずっと交流を続け、また、中国語や日中間の歴

史についてもっと知りたいと思いました。 

１年生女子 


